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細胞が力を感じる仕組み：
その分子の仕組み、
そして細胞移動やガン転移との関連性
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大阪大学基礎工学部生物工学科卒。同大学基礎工学研究科物理学系専攻後期課程修了。
東京医科歯科大学難治疾患研究所自律生理学部門助手、アメリカ合衆国オレゴン健康科
学大学招聘研究員、新技術事業団さきがけ研究 21 研究員、名古屋大学大学院医学系研究
科細胞生物物理イメージング生理学(生理学第二講座)助手、後に准教授、2015年より現職。

細胞は、重力や外力のみならず体内の骨格筋や平滑筋の動きに起因する機械的刺激を
受容してさまざまな応答を示す。こうした力学刺激はアクチン線維などの細胞骨格の
張力の変化を起こす。こうした張力の変化は、細胞の増殖、分化、運動を調節し、生命
の維持に重要だがその仕組みの多くはよく分かっていない。その最大の理由は、張力
センサーの分子実体とその動作機構の多くが不明な点にある。我々は世界に先駆けて
アクチン線維が張力センサーとして働くことを明らかにした。講演ではアクチン線維が
張力センサーとして働く仕組み（仮説）を紹介する。また、細胞の張力の受容が細胞
移動やガン転移などと関連することを紹介する。
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